
は
じ
め
に 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機

能
の
維
持
増
進
を
図
る
と

と
も
に
、
併
せ
て
地
域
に
お

け
る
林
産
物
を
持
続
的
か

つ
計
画
的
に
供
給
す
る
な

ど
の
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。 と

り
わ
け
、
平
成
30
年
度

よ
り
、
多
様
で
健
全
な
森
林

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

天
然
力
を
活
用
し
た
森
林

づ
く
り
及
び
森
林
整
備
の

省
力
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
道
産
材
の
安
定
供
給

と
高
付
加
価
値
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
森
林
資
源
の
有
効

利
用
を
図
る
た
め
に
「
末
木

枝
条
」
の
活
用
を
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と

し
て
供
給
し
、
森
林
資
源
の

「
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
」
（
※

１
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

（
※
１
）
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用 

 

木
材
利
用
の
理
想
的
な
形
と
さ

れ
て
お
り
、
付
加
価
値
の
高
い
も

の
か
ら
低
い
も
の
へ
そ
れ
ぞ
れ
の

質
に
応
じ
て
順
番
に
利
用
す
る
こ

と
を
指
す
。
製
品
の
製
造
過
程
で

発
生
し
た
副
産
物
や
廃
棄
さ
れ
た

も
の
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
す
る
と

い
う
順
序
立
て
の
こ
と
。 

今
年
度
の
販
売
予
定
量
と
国

有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員

会
に
つ
い
て 

今
年
度
に
北
海
道
国
有

林
か
ら
供
給
す
る
木
材
は

ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
針

葉
樹
を
中
心
に
、
立
木
に
よ

る
も
の
が
約
83

万
立
方
メ

ー
ト
ル
（
対
前
年
比
一
〇

六
％
）
、
素
材
（
丸
太
）
に

よ
る
も
の
が
約
68

万
立
方

メ
ー
ト
ル
（
対
前
年
比
一
〇

六
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
産
材
を
政
策
的

に
供
給
し
得
る
国
有
林
の

優
位
性
を
活
か
し
、
地
域
の

木
材
需
要
が
急
激
に
変
動

し
た
場
合
に
供
給
調
整
機

能
を
発
揮
す
る
目
的
で
、
四

半
期
毎
に
「
北
海
道
森
林
管

理
局
国
有
林
材
供
給
調
整

検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。 

こ
の
委
員
会
で
は
、
学
識

経
験
者
や
林
業
、
木
材
業
界

の
団
体
、
事
業
体
等
の
外
部

有
識
者
等
が
構
成
メ
ン
バ

ー
と
な
り
、
地
域
の
木
材
の

価
格
や
需
要
の
動
向
を
的

確
に
把
握･
分
析
し
、
国
有

林
か
ら
の
木
材
の
供
給
量

や
供
給
時
期
の
調
整
が
必

要
な
の
か
ど
う
か
の
検
討

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
委
員
会
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
、
国
有
林
材
の

安
定
供
給
に
努
め
る
と
と

も
に
、
検
討
内
容
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
木
材
供

給
等
に
か
か
る
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。 

 道
産
木
材
の
高
付
加
価
値
化 

 

道
内
の
人
工
林
は
、
釣
鐘

型
の
い
び
つ
な
齢
級
構
成

と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
丸
太
供
給

は
、
中
小
径
木
が
主
体
で
、

製

材

利

用

の

大

半

は

梱

包
・
パ
レ
ッ
ト
、
建
設
用
資

材
等
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
建
築
材
で
の
利
用
は
半

分
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、

人
工
林
の
高
齢
級
化
に
伴

国有林材供給調整検討委員会 
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木材需給情報（北海道 H30年５月分確報）よりデータを加工



 

っ
て
、
今
後
は
大
径
材
の
供

給
が
増
え
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
ま
た
、
人
工
林
の
長

伐
期
化
を
進
め
る
た
め
に

も
高
付
加
価
値
化
を
図
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

  

こ
の
た
め
北
海
道
森
林

管
理
局
で
は
、
今
年
度
よ
り
、

安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
（
※
２
）

に
よ
る
販
売
で
、
一
定
の
径

級
以
上
を
基
準
と
す
る
大

径
の
良
材
を
主
体
と
し
た

原
木
を
、
「
建
築
材
利
用
」

と
「
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
ま
で

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

構
築
」
を
目
的
と
し
て
供
給

し
、
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ

と
い
っ
た
道
産
木
材
の
高

付
加
価
値
化
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
公
募
時
に
お
い
て

は
建
築
材
等
へ
の
利
用
を

要
件
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
協
定
者
が
決
定
し
た
後

は
川
上
、
川
中
、
川
下
と
の

協
定
・
連
携
を
持
っ
た
体
制

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。 

（
※
２
）
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム 

 

木
材
需
要
者
と
事
前
に
国
有
林

材
の
安
定
供
給
の
協
定
を
締
結
し
、

丸
太
等
を
直
接
安
定
的
に
供
給

す
る
販
売
方
法
。
地
域
の
林
業･

木
材
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な
需

要
拡
大
に
貢
献
で
き
る
よ
う
推
進

し
て
い
ま
す
。 

 

林
地
未
利
用
材
の
有
効
活
用

の
推
進 

製
品
生
産
事
業
（
森
林
整

備
と
丸
太
の
生
産
）
で
伐
採

に
伴
っ
て
発
生
す
る
末
木

枝
条
は
、
集
積
の
非
効
率
さ

や
集
積
コ
ス
ト
等
に
よ
り
、

そ
の
利
用
は
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
し
た
。 

こ
の
た
め
今
年
度
か
ら

は
、
製
品
生
産
事
業
で
発
生

す
る
末
木
枝
条
を
全
て
の

発
注
現
場
に
お
い
て
事
業

実
行
と
併
せ
て
販
売
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
業
実
行
中

に
受
注
者
等
が
同
時
進
行

で
集
荷
が
可
能
と
な
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。 

            

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

十
分
な
利
用
が
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
「
末
木
枝
条
」

を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

と
し
て
供
給
す
る
「
森
林
資

源
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
」
が

推
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
林

地
内
の
末
木
枝
条
の
有
効

活
用
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、

需
要
サ
イ
ド
の
原
料
の
確

保
や
地
拵
え
の
省
力
化
は

も
ち
ろ
ん
、
野
鼠
被
害
拡
大

防
止
に
も
繋
が
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

       

 
安定供給システムによる販売立木 

 

毎
年
10
月
は
「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」
で
す(

10
月
8 

日
は
「
十
と
八
」
で
「
木
」
の
日)

。 

木
材
を
利
用
す
る
こ
と
の
意
義
を
広
め
、
国
産
材
利
用
を

拡
大
し
て
い
く
た
め
の
国
民
運
動
と
し
て
、
「
木
づ
か
い

運
動
」
を
平
成
17
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

木
材
を
使
う
こ
と
は
、
森
林
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す 

木
材
を
使
う
こ
と
は
、
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
」
と
い
う
人
工
林
の
サ
イ
ク
ル
の
一
部
。
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
や
国
土
を
災
害
か
ら
守
る
と
い
っ
た
森
林

の
持
つ
多
く
の
働
き
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
も
、
木
材
を

使
っ
て
森
を
育
て
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。 

 

木
材
を
使
う
こ
と
は
、
環
境
に
も
、
暮
ら
し
に
も
、
い
い

こ
と
が
あ
り
ま
す 

木
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
酸
素
を
放
出
し
て
、
炭
素
を

体
内
に
蓄
え
、
成
長
し
ま
す
。 

木
材
に
は
、
室
内
の
湿
度
を
調
節
す
る
効
果
、
そ
し
て
香

り
に
よ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
な
ど
、
色
々
な
働
き
が
あ
り

ま
す
。 

 

木
を
「
つ
か
い
」
、 

山
や
森
林
、
生
活
や 

環
境
へ
「
気
づ
か
い
」
。 

ぜ
ひ
、
身
近
な
と
こ
ろ 

か
ら
「
木
づ
か
い
」
に 

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

バイオマス資源として供給する末木枝条 

１０月は「木づかい推進月間」です 

移動式チッパーで末木枝条をチップ化 


